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平成２２年度 

新潟県公立学校教員採用選考検査 

Ｑ＆Ａ 

 

要項・願書について 

 

Ｑ１ 要項、願書等の交付場所や入手方法について詳しく教えてください。 

 

  Ａ 要項、願書等は、県のホームページからダウンロードしてください。 

（掲載開始：４月２０日～） 
義務教育課ホームページ 

http://www.pref.niigata.lg.jp/gimukyoiku/ 
      高等学校教育課ホームページ

http://www.pref.niigata.lg.jp/kotogakko/ 

なお、新潟県庁内１５階にある義務教育課と高等学校教育課でも直

接交付しています。（交付期間：４月２０日～５月２２日） 

 

 所  在  地 電 話 番 号 

義務教育課 新潟市中央区新光町4-1 

 

(代表)025-285-5511 

 内線 3855・3856 

高等学校教育課 新潟市中央区新光町4-1 

 

(代表)025-285-5511 

 内線 3879・3880 

    また、郵送で請求する場合は、封筒に「教員受検願書請求」と朱書 

   し、のり付きの返信用封筒（角形２号241mm×332mmに１４０円 

   切手をはり、郵便番号・あて先明記）を必ず同封してください。 

    他に、下記の事務所等でも直接交付しています。（交付期間：４月 

   ２０日～５月２２日）  

なお、事務所等では郵送での請求は受け付けておりません。 

事 務 所 等 所  在  地 電 話 番 号 

上越教育事務所 上越市本城町5-6 025-526-9374 

中越教育事務所 長岡市四郎丸町173-2 0258-38-2649 

下越教育事務所 新潟市中央区川岸町3-18-1 025-231-8356 

新潟県東京事務所 東京都千代田区平河町2-6-3 

  都道府県会館15階 

03-5212-9002 

新潟県大阪事務所 大阪市北区梅田１丁目3-1-800 

  大阪駅前第１ビル８階 

06-6348-9405 
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提出する書類について 

 

Ｑ２ 受検願書や自己申告カードの「教科（科目）」の欄にはどのように記 

  入すればよいのですか。 

 

  Ａ 「教科（科目）」の記載欄がある書類は、「平成２２年度教員採用 

   選考検査受検願書」、「第１次検査受検票」、「自己申告カード」、 

   「特別支援学校勤務希望調書」、「人物等に関する証明書」の５つで 

   す。 

    高等学校の「地理歴史・公民」、「理科」又は「工業」を受検する 

   場合は、それぞれの中から１つの教科又は科目を選択して出願するこ 

   とになっているため、 

   例えば、 

   「地理歴史・公民」で歴史を選択した場合は、教科(科目)の欄に「地 

   歴・公民(歴史)」 

   「地理歴史・公民」で公民を選択した場合は、教科(科目)の欄に「地 

   歴・公民(公民)」 

   「理科」で化学を選択した場合は、教科(科目)の欄に「理科(化学)」 

   「工業」で機械を選択した場合は、教科(科目)の欄に「工業(機械)」 

   と記入してください。 

    その他、中学校教諭受検者や上記以外の高等学校教諭受検者は教科 

   名をそのまま記入してください。 

 

Ｑ３ 「人物等に関する証明書」についてですが、最終職場の所属長が既に 

  退職あるいは離職している場合は、誰に書いてもらえばよいですか。 

 

  Ａ 出身大学の指導教官にお願いして書いてもらうなど、所属長に次ぐ 

   方等で本人のことがよくわかる方に書いてもらってください。 

 

Ｑ４ 出願はどんな方法で行えばよいでしょうか。 

 

  Ａ ４月２０日（月）から５月２２日（金）（当日の消印有効）までの 

   間に、必ず特定記録郵便による郵送で出願してください。それ以外の

方法では出願できません。 
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Ｑ５ 提出する証明書類ですが、昨年度に発行してもらったものがあります。 

  それを提出してもよいでしょうか。 

 

  Ａ 本年度（平成21年４月１日以降）に証明されたものを提出してく

ださい。 

 

Ｑ６ 第１次検査に提出しなければならない書類が、提出日までに大学等か 

  ら発行できないと言われました。どうすればよいでしょうか。 

 

  Ａ どういう事情で書類が揃わないのかお聞きしますので、事前に義務 

   教育課（小・中・養護教諭・栄養教諭）、高等学校教育課（高等学校

教諭）まで連絡をしてください。 

 

Ｑ７ 特別支援学校勤務希望調書は、養護学校教諭や特別支援学校教諭の免 

  許状がなくても希望することは可能ですか。 

 

  Ａ 可能です。特別支援学校に採用された後に免許を取得するようお願 

   いします。 

 

Ｑ８ 受検する教科（科目）の取得見込みの免許状が取れなくなった場合、 

  出願種別の変更は可能ですか。 

 

  Ａ 変更できません。なお、免許が取れなかった場合は、採用はできま 

   せん。 

 

Ｑ９ 出願書類や提出方法に不備があった場合には、どうなりますか。 

 

  Ａ 出願書類や提出方法に不備があった場合は、その旨連絡します。場

合によっては、返送して、再提出していただきます。点検を十分に行

ってください。なお、特定記録郵便でなかったり、切手の料金が不足

していたりすることのないように、よくお確かめください。 

 

Ｑ10 結婚して姓が変わり免許状の氏名と違っているのですが、どうすれば 

  よいでしょうか。 

 

  Ａ 免許状を発行した都道府県教育委員会への免許状の書換申請が必要
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になります。 

    新潟県教育委員会への申請の仕方については、新潟県庁のホームペ 

   ージに掲載しています。（新潟県庁トップページの「教育・学習」→ 

   教育庁義務教育課→様式集（各種書類様式）→教育職員免許状→免許 

   状の書換） 

    不明な点は、新潟県教育庁義務教育課管理企画係（県庁代表０２５ 

   －２８５－５５１１ 内線３８４８）まで問い合わせてください。ま 

   た、免許状を書き換える時間的余裕がない場合は、新潟県教育庁義務 

   教育課管理第１係（内線３８５６）まで問い合わせてください。 

 

選考検査受検について 

 

Ｑ11 第２次検査の日程をみると、面接や実技などが４日間予定されていま

す。自分の検査日がいつになるのか教えてもらえますか。 

 

  Ａ 第１次検査結果通知の際に、第２次検査受検予定者に対し、４日間

のうち、いずれか１日を指定し、受付時刻等を書面でお知らせします。 

 

Ｑ12 「小学校教諭」の筆答検査に「英語のヒアリング検査」がありますが、

どの程度の内容なのか教えてください。 

 

  Ａ 新学習指導要領における小学校の外国語活動の指導で必要と思われ

る英語を聞き取る力を問う内容となります。 

 

Ｑ13 「保健体育」の採用選考検査を受検したいのですが、けがをしてしま 

  い７月の第１次検査日まで治りそうにありません。そのため、実技がで 

  きません。出願はできますか。 

 

  Ａ 出願は可能です。出願に際し、けがの程度を証明する医師の診断書 

   を添付してください。また、出願後にけがをして実技検査ができない 

   場合は、あらかじめ（受検日前に）けがの程度を証明する医師の診断 

   書を送付してください。 

 

Ｑ14 「保健体育」受検者で「自己選択種目」を希望したいのですが、「過

去４年間の実績」とは、いつからいつまでを指していますか。また、

「実績を証明する書類」とはどのような書類ですか。 
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  Ａ 「過去４年間」とは、平成17年４月１日から平成21年３月31日

を指しています。 

また、「実績を証明する書類」として次に例示します。 

(1) 下記様式例を参照して、出場時の所属または競技団体に競技実績証

明書等の作成を依頼し、作成者厳封で提出してください。(開封無効) 

 ＜様式例＞ 

    

競技実績証明書 

受検者氏名 

 １ 大会名 

 ２ 種目 

 ３ 出場時の所属 

 ４ 期日 

 ５ 成績 

 ６ その他 

 

  上記の通り相違ありません。 

 

 平成21年○月○日 

 所属・競技団体責任者等   印 

 

(2) 実績を証明できる表彰状、新聞記事、結果の掲載された冊子等で、

すべてA4版にして提出してください。ただし、団体競技は、個人を

特定できる書類を加えてください。 

 

Ｑ15 すべての受検者が、模擬授業を行うのですか。 

 

  Ａ 模擬授業は、第２次検査において養護教諭と栄養教諭を除く種別の

出願者に対して行います。また、模擬授業の課題分野については、７

月２１日（火）までに義務教育課及び高等学校教育課のホームページ

にて概要をお知らせします。 

 

Ｑ16 過去の新潟県教員採用選考検査に出題された問題（１次検査の筆答検 

  査問題や論文題）を見たいのですが、どうすればよいでしょうか。 
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  Ａ 県庁１階の行政情報センター（県庁代表025－285－5511内線

2086）で公開しています。問題と解答例を過去５年分について閲覧

できます。また、有料でコピーできます。 

 

Ｑ17 過去の選考検査の出願状況、採用者数等について教えてください。 

 

  Ａ  過去３年間の状況は次のとおりです。 

 小学校教員 中学校教員 高等学校教員 養護教員 

出願者数 ７１９人 ９８７人 ６０２人 １３８人

受検者数 ６８５人 ９３５人 ５６７人 １３３人

平

成

19

年

度 
採用者数 １９０人 １７９人 ３１人 ２５人

出願者数 ５７０人 ８０２人 ４９０人 １１９人

受検者数 ５２７人 ７５５人 ４５３人 １１０人

平

成

20

年

度 
採用者数 １５９人 ９９人 ２１人 ２０人

出願者数 ５２６人 ６５９人 ４７８人 １０９人

受検者数 ４８４人 ６０３人 ４４８人 ９７人

平

成

21

年

度 
採用者数 １１６人 ４８人 ５０人 １５人

 

   （参考）昨年度の中学校教科別採用者数 

国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技術 家庭 英語 合計 

６ ６ ７ ５ ４ ２ ５ ３ ２ ８ ４８ 

 

   （参考）昨年度の高等学校教科別採用者数 

国語 
地歴

公民 
数学 理科 保体 英語 農業 工業 商業 水産 合計 

 ４ ６  １４ ６  ７ ７ １ ２ ２  １ ５０ 
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Ｑ18 身体障害者特別選考で採用された人は何人いますか。 

 

  Ａ 平成２１年度採用者は４人です。 

 

その他 

 

Ｑ19 当面は新潟県で教員をしたいのですが、将来は出身県市へ帰る可能性 

  があります。このような場合に都道府県市間の人事交流制度はあります 

  か。 

 

  Ａ 本県もそうですが、ほとんどの都道府県市が、そこで実施する教員 

   採用選考検査で合格した方だけを採用するシステムをとっているよう 

   です。したがって、出身の都道府県市に帰る場合は、改めてその都道 

   府県市の選考検査を受検する必要があります。それぞれの、都道府県 

   市教育委員会へお問い合せください。 

 

Ｑ20 新潟市が政令指定都市となりました。新潟市も教員採用選考検査を実 

  施しますが、県と市、両方の受検はできますか。 

 

  Ａ 県と市の両方の受検はできません。 

    新潟市立小・中・養護学校での採用を希望される方は、新潟市の教 

   員採用選考検査を受検してください。新潟県の教員採用選考検査は新 

   潟市立小・中・養護学校を除く、県内の公立小・中学校、特別支援学 

   校、高等学校の教員希望者を対象としています。 

 

Ｑ21 日本国籍をもっていない人も採用されますか。また、採用された場合 

  には、待遇はどうなりますか。 

 

  Ａ 日本国籍がなくても採用されます。ただし、任用期限を付さない常 

   勤講師としての採用となります。なお、給料・諸手当等の給与面及び 

   休暇制度は教諭と同じ待遇です。 

 


